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３月２３日（木）に６年生９９名が本校を巣立って行きます。６年間の小学校生活で培ったことを自

信にして、堂々と卒業していってくれることを願っています。 

今年度もあとわずかになりました。最後までしっかりと締めくくって、来年度の新たな出発につなげ

ていけるよう頑張っていこうと考えています。 

         引継ぎ式を行いました…           

２月２４日（金）の６時間目に５、６年生が引継ぎ式を行いました。卒

業していく６年生から、「挨拶」「委員会活動」「挙手」について自分たちが

頑張ってきたことを引き継いでほしいという話がありました。５年生からは

合奏のプレゼントが、６年生からは合唱のお礼がありました。引き継ぐ５年

生と、最後を締めくくる６年生のお互いの緊張感を感じる式になりました。 

       またまたパパレンジャーが大活躍！           

 「クライミングウォールの次は、的当ての修理をする！」と昨年度からパパレンジャーの小森隊長さ

んが話してみえました。そこで、今年度修理に取り掛かると、的当ての基礎になっている木材が腐食し

ていることがわかり、中断していました。教育委員会と相談した結果、材料は市が負担してくれること

になりました。材料が届いたので、２月２６日（日）と３月１２日（日）の午前中に作業が再開しまし

た。２６日は小森隊長さんの適切な指示で、１７名ほどのパパレンジ

ャーがパーツごとの寸法に切断した木材の面取りや塗装をし、基礎部

分が完成しました。ウォールに描かれるものは小森隊長さんたちが考

えてみえるようです。大変大掛かりな修

理でしたが、仕事ぶりはさすがパパレン

ジャー！という感じでした。メンバー

は、現在本校に在籍している保護者だけ

ではありません。すでに卒業して、お子さんが在籍していない方も多くみ

えます。「子どもがお世話になった学校だから…。」と休日返上で本校の子

どもたちのために作業してくださっているのです。４月には的当ての図を描く作業をしていただけるそ

うです。感謝の気持ちでいっぱいです。いつもありがとうございます。 

         児童集会がありました…           

３月８日（水）に児童集会がありました。新型コロナ対策でオンラインでしか実施できませんでした

が、今年度は日頃からお世話になっている方々にお礼の気持ちを示すことができないかと考えました。

いつもお世話になる見守り隊、パパレンジャー、ひまわりの会、図書ボランティア、サツマイモづくり

でお世話になっているＪＡや農政委員の方々など、本当にありがとうございました。 

また、毎日給食を作ってくださる調理員さんや、環境整備を自分たちの知らないところでやってくだ

さる校務員さんなどにも感謝の気持ちを伝えました。 
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         来年度を迎えるにあたって…          

５月８日に新型コロナの扱いが５類に移行されると政府が発表しました。４月からは学校でのマスク

の着用も個人の判断に委ねられることとなり、学校の対応も随分変わってきます。国や県、市教委の指

導のもとで移行していきますが、コロナ禍の前にすぐに何もかも戻せるわけではありません。マスクの

着用も義務がなくなっても、逆にマスクをしないと心配だという人も出てくることでしょう。インフル

エンザのように特効薬がないことや季節性ではなく、１年を通して感染するリスクがあることも理由の

１つであると考えます。 

来年度に向けて、これまで新型コロナ感染予防のために中止したり、制限したりしてきたことを再開

したり、緩和したりしていきます。例えば、５年生の野外学習を宿泊の伴うものに戻します。水泳の授

業も再開する予定です。 

 しかし、新型コロナが５類に移行されることにより、新たな課題も出てきます。例えば、熱中症

の問題です。今や夏本番の問題ではなく、春から秋にかけて長い期間、警戒しなければならないも

のになりました。コロナ禍でも熱中症の方が命にかかわるリスクが高いと重要視されたこともあり

ました。長い時間、運動場などの屋外での活動が難しくなっています。水泳の授業も暑さ指数が上

がれば実施できない日もあります。行事のバランスや職員だけでなく、子どもたちへの負担を考え

ると、秋以降に大きな行事を集中することもできません。 

 いずれにしても、「子どもたちの命と安全を守る」ことと「子どもたちの学びを止めないこと」を

最優先に考え、子どもたちや職員への負担軽減も視野に入れながら来年度の学校運営を行います。 

今年度も新型コロナとの闘いの日々が続きました。５類に移行し、制限がインフルエンザ並みに

なっても、３年間のブランクが即座に戻るものではありません。戻すための時間も必要です。さら

には、見直す必要があることや行うことができないことも出てきました。年間を通して学級閉鎖が

起きることも念頭に置いて、授業時数の確保を考えていく必要があるからです。子どもたちを軸足

にして、何が大切かを見極め、目的を明確にして行事や活動を精査していきます。 

大変な日々でしたが、何とか今年度を終えることができそうです。これも皆様のご理解とご協力

のお陰です。いまだに見通しの立たないこともありますが、今後もよろしくお願いします。 

 お知らせ＆お願い  

 次の①～④のことについて、ご理解とご協力をお願いします。 

①４月から学校でのマスク着用は個人の判断となります。 

②今年度も何人かの職員が異動することになります。春休み中は旧担任や学年職員など、異動のため対 

応できない場合があります。特に４月１日以降はできませんので、その場合は異動がない職員で対応

します。何かありましたら８時１５分～１６時４５分までの間に、まずは電話でご連絡いただけると

幸いです。 

③春休み中は、学校の電話を１６時４５分～翌日の８時１５分までは留守番電話にさせていただきます。

緊急の場合は市教委の緊急携帯に連絡してください。（新型コロナに関する連絡は必要ありません。

入学式、始業式に間に合わない場合は学校に連絡をお願いします。） 

④春休み中は原則として校舎内に入れません。（放課後児童クラブ「どんぐり」は使用を許可した範囲で

活動します。）始業式後でも間に合うことについては、４月７日以降にお願いします。 

⑤始業式は４月７日（金）です。いつものように通学班で登校してください。詳しくは学年通信などで 

ご確認ください。 


